
 

令和５年度  教 育 計 画 

                     伊方町立九町小学校  
学校番号 073 

校長名 山本 義博 学級数 
４ 

（１） 
児童数 ３３ 教職員数 ７ 

学校の教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合言葉 生き生き元気 にこにこ笑顔 こつこつ根気 

  

 

 

 

 伊方町教育基本方針    

 「ふるさと愛いっぱい」の 

人材（人財）が育つまちづくり 

 

 

知・徳・体のバランスのとれた、心豊かでたくましい児童を育てる 

１ 望ましい生活習慣の育成  

 〇生活習慣チェック 

 〇感染防止対策の徹底 

２ 全校的に行う体力づくり 

〇教科体育の充実 

〇計画的な運動練習 

３ 組織的な生徒指導     

〇いじめ･不登校等の未然

防止･早期発見･早期対応 

１ 規範意識の育成     

〇あいさつ・返事 

〇道徳教育の充実 

２ 仲間意識を高める活動 

 〇異学年活動の充実 

３ 自己有用感を育む活動 

〇児童会活動の活性化      

   

１ 確かな学力の定着向上       

〇分かる授業 

 〇ＩＣＴの積極的な活用 

２ 個に応じた指導 

 〇基礎・基本の徹底   

〇学習習慣の定着 

３ 表現力の育成と向上     

〇言語活動の充実 

○俳句作り 

明るい笑顔であいさつし 

仲良く助け合う子 

よく考え、 

最後までがんばる子 

心身をきたえ、 

元気に行動する子 

みんなにこにこ 

楽しい学校 

温かい地域 
〇 地域学校協働本部と

の連携 

〇 地域の自然・文化・人

材の活用 

 

 

 

過ごすのが 

うれしい家庭 
〇 望ましい生活習慣・学

習習慣の定着 

〇 家族とのふれあいの場 

  

 

みんな生き生き 

元気な学校 

 

みんなこつこつ 

高め合う学校 

共有 

協力 支援 

行くのが楽しい学校 
〇 地域に愛され、保護者に信頼される学校づくり 

〇 伊方の風土を愛し、地域に貢献する児童の育成 

 



重 

点 

目 

標 

【経営の重点】 

１ 関係諸団体や家庭・地域と連携した経営を推進し、安全・安心な学校環

境づくり、信頼される学校づくりに努める。 

２ 基礎・基本の徹底を図るとともに、ＩＣＴ活用の積極的な活用を含む授

業改善に努め、学力の定着向上を目指す。   

３ 道徳教育を充実させ、人間尊重・生命尊重の精神を基盤とした、助け合

い支え合う集団づくりに努める。 

４ 現職教育の充実により、教職員の資質・能力の向上に努めるとともに、

組織として動く教師集団づくりに努める。 

５ 地域の自然や文化を大切にし、地域を愛する心を育て、地域から愛され

る学校づくりに努める。 

６ 行事の精選やＩＣＴの積極的な活用、会議（職朝・職員会）の時間短縮

等により、教職員の業務改善に努める。 

【努力事項】 

〇 安全・安心な学校づくり   〇 確かな学力と健やかな体の育成  

〇 豊かな心の育成       〇 現職教育の充実 

管 

理 

運 

営 

１ 人的管理 

  (1) 服務規律の遵守を徹底し、不祥事や事故の根絶に努める。 

  (2) 健康管理を徹底すると共に、風通しのよい職場づくりに努める。 

  (3) ＩＣＴ活用や業務の見直し等により、働き方改革を推進する。 

２  物的管理 

  (1) 危機管理体制の整備を図り、防災対策・事故防止対策、感染症予防対

策に努める。 

  (2) 教育の場にふさわしい、整理整頓された環境づくりに努める。 

  (3) 施設･設備及び備品の適正な管理と有効活用に努める。 

３  事務管理 

  (1) 効率的な事務処理と個人情報の適切な管理を徹底する。 

  (2) 共同事務室との連携を密にし、迅速で適正な事務処理と通知･通達の

周知徹底に努める。 

  (3) 厳正な会計処理と諸帳簿等の適切な管理に努める。     

本
校
教
育
の
特
色 

 本校は平成 27年度に二見小学校と統合し、今年度で９年目を迎えた。九町

地域・二見地域ともに、地域・保護者が協力的である。学校行事を共に行っ

たり地域行事に児童が数多く参加したりしてきた。この３年間はコロナ禍の

影響で学校行事や地域行事が中止になることが多かった。地域との絆を再度

構築していくことが重要である。 

 児童数の減少に伴い、完全複式の学級編成となった。複式の授業について

の研究を進めるとともに、ＩＣＴ機器を活用した他校との交流等を含めた学

習形態の工夫を考えていく必要がある。 

 ＰＴＡ活動として始まった親子ふれあい文芸集『薫風』の発刊は今年度で

27年目となる。朝の活動として俳句作りを継続して行っており、児童の豊か

な感性を育てるために役立っている。本校卒業生である俳人坪内稔典氏にも

文芸集の選者として関わっていただいており、児童の郷土愛を育てることに

も効果的である。今後も継続していきたい。 

 


